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1　はじめに
　ポリフェノールにはダイエット効果があると

言われている。ほとんどの植物に含まれて

おり、5000種類以上ある。一般的にポリフェ
ノールは腸内環境を整えて便秘を改善した

り、血液中のコレステロ

ール値を正常化する作用に基礎代謝をア

ップさせて脂肪燃焼を促進させるなどの

ダイエット効果をもたらす。また、ポリ

フェノールには唾液の中に含まれている

アミラーゼの作用を抑制する働きがあること

が知られている。そこで本研究では

ポリフェノールの摂取によるアミラーゼ抑制

の効果に着目し、それによるダイエ

ット効果を確かめることを目的とした。

　　 　　　　　　　　　　　　　

２　仮説

　ポリフェノールの摂取により、アラーゼの働

きが抑制されることで炭水化物の糖への分

解が抑制される。これにより、体に吸収され

る糖の量を少なくすることができるのではな

いか。　

　

３　実験①

3.1 方法
　 以下の(i)~(iii)の３つの条件のでん粉溶液
を用意し、ヨウ素液と反応させて分光光度計

でスペクトルを測る。

　(i)デンプンのみ
　(ii)デンプン+唾液
　(iii)デンプン+唾液+ポリフェノール
　　　　　　　　

3.2　結果と考察

　　　　図１ (i)の結果

　　　　図２ (ii)の結果

　　　図３（iii)の結果

　実験ではポリフェノールが唾液の作用を抑

制することから、(iii)のスペクトルの紫の部分
の値が下がり、(i)と同じ様な結
果が得られると予想したが、思うような結果

が得られなかった。

　その原因としてポリフェノール自身の色が

影響し、細かい色の変化が分光光度計で測

定できなかったこと、そして、ヨウ素液に含ま

れているヨウ素がポリフェノールに含まれる

余分なビタミンCなど
の不純物によって還元されたため色がつか

なかったと考察した。







４　実験②　

4.1 方法
　 実験①の結果からビタミンCなどの不純物
の働きをなくすため、以下の４つの条件ので

ん粉溶液を用意し、色の変化の具合を目視

で調べる。

　

　(iv)ポリフェノール+デンプン+アミラー　ゼ+
ヨウ素液

　(v)ポリフェノール+デンプン
　(vi)デンプン+アミラーゼ+ヨウ素液
　(vii)デンプン+ヨウ素液

4.2　結果と考察
　　　　

　 　　　 左から順に(iv),(v),(vi),(vii)

　　 図４　実験②の色の変化の様子

表１　実験②の結果

(iv)ポリフェノール+デンプン+　　　　　　
　　　アミラーゼ+ヨウ素液

紫みがかった薄
い赤茶色

(v)ポリフェノール+デンプン 赤茶色

(vi)デンプン+アミラーゼ+ヨウ素液 無色

(vii)デンプン+ヨウ素液 青紫色

　実験の結果から(iv)、(v)を比べたとき、 (iv)
と(v)で色が少し異なる。(v)ではポリフェノー
ル自身の色である赤茶色が確認された。(iv)
においてポリフェノールの働きがなかった場

合ヨウ素でん粉反応は起きず、ポリフェノー

ル自身の色である赤茶色が確認される。し

かし、(v)とは色が異なることからポリフェノー
ルがアミラ

ーゼの働きを阻害し、ヨウ素でん粉反応が

起きたことにより紫みがかった赤茶色が確

認された。

　しかし、他にもヨウ素デンプン反応の具合

により色の変化が生じて、(iv)と(v)の間での
色が異なることも考えられる。

　　

５　結論と今後の課題

　実験の結果から、ポリフェノールがアミラー

ゼの活性を減少させる可能性があると思わ

れるが、アミラーゼの抑制によるダイエット

効果は生体内での複雑な代謝プロセスに影

響される可能性があるためアミラーゼ抑制

の観点からはダイエット効果が一概にあると

は言えない。今後は生体内に近い条件をつ

くって実験を行い、ポリフェノールとアミラー

ゼの関係による糖の吸収率などについて実

験を行い、ダイエットとつながりを研究してみ

たい。
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